
曜日 時間 内容 担当 集合時間 集合場所

9:00 オリエンテーション(1週目) 高橋 9:00 2号館5階医局

プレゼンテーション スライド作成講義(1週目) 高橋 9:30 2号館5階医局

　 　 　　

12:00 昼食

中間評価/フィードバック(2週目) 12:30 8号館4階中皮腫センター

13:00 新患カンファレンス/教授回診 木島 13:00 8号館4階中皮腫センター

15:00 抄読会・研究発表会 木島 16:30 8号館4階中皮腫センター

9:00 外来見学・病棟実習 各主治医 9:00 内科外来・１号館７階西病棟

12:00 昼食

13:30 気管支鏡検査 各主治医 13:30 1号館2階TVセンター5

18:00 呼吸器科合同【内科・外科・放射線科・病理】 18:00

カンファレンス

9:00 外来見学・病棟実習 各主治医 9:00 内科外来・１号館７階西病棟

12:00 昼食

13:00 病棟実習 各主治医 13:00 １号館７階西病棟

14:30 気管支鏡検査 各主治医 13:30 1号館2階TVセンター5

※on call

9:00 外来見学・病棟実習 各主治医 9:00 内科外来・１号館７階西病棟

12:00 昼食

13:00 病棟実習 各主治医 13:00 １号館７階西病棟

14:00 プレゼンテーション試験/教授総括(2週目) 木島 14:00 2号館5階医局

9:30 気管支鏡検査 各主治医 9:30 1号館2階TVセンター5

12:00 昼食

13:00 病棟実習 各主治医 13:00 １号館７階西病棟

14:30 聴診実習(1週目) 高橋 14:30 2号館5階医局

１号館７階西病棟

※備考 気管支鏡検査/教授総括は開始日・時間が変更になる場合があります。

呼吸器内科
実習内容
ならびに

スケジュール

月

火

水

木

金

8号館4階 中皮腫センター



◎ 診療科名： 呼吸器内科 

 

◎ 責任者氏名： 木島貴志 主任教授 

 

◎ 指導教員氏名： 高橋 良 講師 

 

◎ 実習概要 

 １. カンファレンス、２. 教授回診、３. 病棟実習、４. 外来見学、５. 内視鏡室実

習、６. 抄読会、７. 研究発表会、８. クルズス、９. その他各種検査・処置・治

療への見学・実践、などを通じて、呼吸器疾患を中心に諸疾患の病因、病態生

理、臨床症状、検査所見、鑑別診断、診療法、治療法、予後などについて実践に

即して整理、理解するとともに診療の技術（医療面接、身体診察）、画像診断を

含む基本的な臨床検査能力ならびに基本的治療手段を修得し、呼吸器領域を中心

に総合的判断能力・総合的実践能力を養成することを目標とする。 

 

◎ 各診療科における到達すべき学修成果（アウトカム） 

（臨床実習の授業概要「到達目標（アウトカム）」に準拠する） 

 ・代表的な呼吸器疾患の病因、病態生理、臨床症状、検査所見、鑑別診断、 

治療法、予後について説明できる。 

・医療面接を適切におこなえる。 

・胸部領域の身体診察を適切におこなえる。 

・画像の読影を含む各種検査結果を適切に評価できる。 

・適切な治療計画を立案できる。 

・診療録（カルテ）を SOAP 形式で正確かつ系統だって記載できる。 

・患者や医療スタッフと良好なコミュニケーションをとることができる。 

 

◎ 事前学修内容(時間) 

 ・内科教科書の呼吸器領域の総論を一通り読んでくること（３時間程度） 

・クエスチョンバンク（QB）の呼吸器領域を一通り解いてくること（５時間程度） 

 

 



◎ 評価方法 

（知識、技能、態度について S、A、B、C で評価。評価基準をルーブリックで明示）。 

    S A B C 

知識 呼吸器系の解剖生理・

代表的な呼吸器疾患の

病態を理解する。 

研修医レベルに理解し

ている。 

国家試験合格レベルに

理解している。 

３年次呼吸器定期試験

合格レベルに理解して

いる。 

３年次呼吸器定期試験

合格レベルに達してい

ない。 

呼吸器疾患の検査（画

像検査、呼吸機能検査、

気 管 支 内視 鏡検 査 

etc）を理解する。 

研修医レベルに理解し

ている。 

国家試験合格レベルに

理解している。 

３年次呼吸器定期試験

合格レベルに理解して

いる。 

３年次呼吸器定期試験

合格レベルに達してい

ない。 

呼吸器疾患の治療（化

学療法、抗菌薬、吸入薬 

etc）を理解する。 

研修医レベルに理解し

ている。 

国家試験合格レベルに

理解している。 

３年次呼吸器定期試験

合格レベルに理解して

いる。 

３年次呼吸器定期試験

合格レベルに達してい

ない。 

技術 医療面接・診察を実施

する。 

研修医レベルに実施で

きる。 

OSCE 合格レベルに

実施できる。 

患者に不安を感じさせ

ないレベルに実施でき

る。 

患者が不安に感じるレ

ベルである。 

医療面接・診察結果よ

り必要な検 査を依頼

し、その結果を解釈し

治療方法を立案する。 

指導医・上級医に検査

方法やその解釈、治療

方法についてプレゼン

テーションできる。 

実施すべき検査を理解

のうえ、その検査結果

を解釈し、治療方法 を

立案できる。 

実施すべき検査を理解

しているが、その検査

結果の解釈ができな

い。 

実施すべき検査が理解

できない。 

カルテ記載を行う。 指導医による修正の必

要がないカルテ記載で

ある。 

指導医による修正が一

部必要であるが、大き

な問題のないカルテ記

載である。 

指導医による５０% 

以上の修正が必要なカ

ルテ記載である。 

記載はしているが、カ

ルテとして成立してい

ない。 

態度 医師を含む医療従事者

に対する対応。 

診療グループの一員と

して、医師を含む医療

従事者から信頼され

る。 

積極的に診療に参加す

る。 

行うべき課題はこなす

が、やや消極的である。 

消極的で学修意欲が感

じられない。 

患者さんに対する対

応。 

患者さんからも信頼さ

れる。 

指導医等による注意が

必要にない。 

一部、指導医・看護師長

等による 注意を要す

る。 

患者さんからクレーム

がでる。 

身だしなみ・素行。 医学生の模範となる身

だしなみ・素行である。 

指導医等による注意が

必要にない身だしな

み・素行である。 

一部、指導医・看護師長

等による 注意を要す

る。 

病棟実習への参加を再

検討する必要がある。 

◎ パフォーマンス評価 



・スライド作成およびプレゼンテーション（教授総括時） 

・Mini-CEX（指導医が適時に実施） 

・聴診実習（第 1 週目の金曜日の１４：３０） 

パフォーマンス評価 Ｓ Ａ Ｂ Ｃ 

スライド作成およびプ

レゼンテーション 

研修医レベルである。 学生として優秀 なレ

ベルである。 

平均的なレベルであ

る。 

平均以下である。 

Mini-CEX 研修医レベルである。 学生として優秀 なレ

ベルである。 

平均的なレベルであ

る。 

平均以下である。 

聴診実習 異常呼吸音の鑑別が

できる。 

正常呼吸音か異常呼

吸音かの判別ができ

る。 

適切な聴診手技が実

施できる。 

適切な聴診手技が実

施できない。 

 

◎ 中間評価とフィードバック 

  第２週の月曜の１２：４５から中間フィードバックを行うので８号館４階の 

胸部腫瘍学カンファレンスルームに集合のこと。 

 

◎ 注意事項 

・第１週目の月曜日９：００に呼吸器内科医局カンファレンス室（２号館５階） 

に集合すること。オリエンテーションならびに学生各々に PHS の貸し出し 

をおこなう。 

・欠席する場合は必ず指導医あるいは医局秘書に欠席の理由を連絡すること。 

・最低１人の患者を担当する。希望があれば追加で症例を担当させることも 

可能である。当科実習が終了後も担当患者が入院していれば、他の臨床実習に影響

がない範囲で診察に出向くこと。 

・病棟実習の他に、気管支鏡検査やカンファレンス、抄読会への出席が必要である。 

・適宜クルズス、教授総括(プレゼンテーション試験含む)を予定する。 

・身だしなみや態度が不良なものは、それだけで最低の評価をおこなう。 

・1 グループを２週間ごとに呼吸器内科と血液内科の実習とする。 

（通し番号１から６番の学生は前半に呼吸器内科、７番以降の学生は後半に呼吸器内

科とする） 



曜日 時間 内容 担当 集合時間 集合場所

9:00 オリエンテーション 吉原哲 9:00 2-5血液内科医局

(月曜日休日の場合火曜日)

9:30 病棟実習 9:30 11西/東病棟

15:00 血栓止血講義 日笠 15:00 2-4 共用カンファレンス２

16:00 病棟回診 吉原哲 16:00 11西/東病棟

9:00 病棟実習 9:00 11西/東病棟

15:00 ミニレクチュア 海田 15:00 2-4 共用カンファレンス２

16:00 病棟回診 吉原哲 16:00 11西/東病棟

9:00 病棟実習 9:00 11西/東病棟

15:00 担当症例プレゼン 日笠 15:00 11西/東病棟

9:00 病棟実習 9:00 11西/東病棟

10:00 ミニレクチュア 澤田 10:00 2-4 共用カンファレンス２

9:00 病棟実習 9:00 11西/東病棟

14:00 移植 池亀 14:00 2-4 共用カンファレンス２

木

血液内科（1週目）

月

火

水

実習内容
ならびに

スケジュール

金



曜日 時間 内容 担当 集合時間 集合場所

9:00 病棟実習 9:00 11西/東病棟

15:00 血栓止血講義 澤田 15:00 2-4 共用カンファレンス２

16:00 病棟回診 吉原哲 16:00 11西/東病棟

9:00 病棟実習 9:00 11西/東病棟

14:00 リンパ腫・骨髄腫 吉原享子 14:00 2-4 共用カンファレンス２

16:00 病棟回診 吉原哲 16:00 11西/東病棟

9:00 病棟実習 9:00 11西/東病棟

15:00 担当症例プレゼン 日笠 15:00 11西/東病棟

9:00 病棟実習 9:00 11西/東病棟

14:00 ミニレクチュア 玉置 14:00 2-4 共用カンファレンス２

9:00 病棟実習 9:00 11西/東病棟

14:00 担当症例プレゼン（まとめ） 吉原哲 14:00 2-4 共用カンファレンス２
金

実習内容
ならびに

スケジュール
血液内科（2週目）

月

火

水

木



◎ 診療科名： 血液内科 

 

◎ 責任者氏名： 吉原 哲 教授 

 

◎ 指導教員氏名： 吉原 哲 教授、 

日笠 聡 講師、池亀和博 講師 

 

◎ 実習概要 

 1.病棟実習、2.入退院カンファレンス、3.回診、4.ミニレクチャー、5.プレゼンテ

ーション、6.各種検査・処置・治療の見学などを行い、血液領域において的確な

診断と治療方針の立案を目指す。 

 

◎ 各診療科における到達すべき学修成果（アウトカム） 

（臨床実習の授業概要「到達目標（アウトカム）」に準拠する） 

  ・血液領域における主要疾患についてアセスメントができる。 

  ・血液領域の患者の基本的診察法ができる。 

  ・血液領域の基本的な検査結果を評価できる。 

  ・治療計画を立てることができる。 

  ・患者の立場に立った対応ができる。 

  ・適切なカルテ記載ができる。 

  ・診療経過のプレゼンテーションができる。 

 

◎ 事前学修内容(時間) 

  ・内科教科書の血液領域に関する総論を読んでおく（2 時間程度） 

  ・3 年次の講義資料をよく復習する（2 日） 

  ・血液領域の国家試験過去問を解いておく（3 時間） 

 

 

 

 



◎ 評価方法 

（知識、技能、態度について S、A、B、C で評価。評価基準をルーブリックで明示）。 

 

 S A B C 

知識 

代表的疾患の病

態を研修医レベ

ルで詳しく説明

できる。 

代表的疾患の病

態を国家試験レ

ベルで説明でき

る。 

代表的疾患の病

態をある程度説

明できる。 

代表的疾患の病

態をほとんど説

明できない。 

担当した疾患の

背景や予後を研

修医レベルで説

明できる。 

担当した疾患の

背景や予後を国

家試験レベルで

説明できる。 

担当した疾患の

背景や予後をあ

る程度説明でき

る。 

担当した疾患の

背景や予後をほ

とんど説明でき

ない。 

基本的な検査所

見の臨床的意義

について研修医

レベルで詳しく

説明できる。 

基本的な検査所

見の臨床的意義

について国家試

験レベルで説明

できる。 

基本的な検査所

見の臨床的意義

についてある程

度説明できる。 

基本的な検査所

見の臨床的意義

についてほとん

ど説明できな

い。 

適切な検査計画

を研修医レベル

で立案できる。 

適切な検査計画

を国家試験レベ

ルで立案でき

る。 

適切な検査計画

をある程度立案

できる。 

適切な検査計画

を立案できな

い。 

技術 

研修医と同程度

の診察ができ

る。 

学生として必要

な基本的な診察

ができる。 

基本的な診察が

ある程度でき

る。 

基本的な診察の

一部しかできな

い。 

問題点をもとに

した診断や治療

計画を系統立て

てプレゼンテー

ションすること

が研修医レベル

でできる。 

問題点をもとに

した診断や治療

計画を系統立て

てプレゼンテー

ションすること

が国家試験レベ

ルでできる。 

問題点をもとに

した診断や治療

計画を系統立て

てプレゼンテー

ションすること

がある程度でき

る。 

問題点をもとに

した診断や治療

計画を系統立て

てプレゼンテー

ションすること

ができない。 

態度 

患者と信頼関係

を構築するため

のコミュニケー

ションが、非常

に良くできる。 

患者と信頼関係

を構築するため

のコミュニケー

ションが、十分

できる。 

患者と信頼関係

を構築するため

のコミュニケー

ションが、ある

程度できる。 

患者と信頼関係

を構築するため

のコミュニケー

ションが、ほと

んどできない。 



◎ パフォーマンス評価 

  実習中以下の評価を行う。 

  ・指導医による実習中のパフォーマンス評価 

  ・第 1、第 2 週の水曜日に担当症例の回診を行いプレゼンテーションを評価 

・第 2 週の金曜日に担当症例のプレゼンテーションを行い評価 

・カルテ、週間サマリーの記載内容を評価 

 

◎ 中間評価とフィードバック 

  中間評価とフィードバックは、第 1、第 2 週の水曜日の回診で行う。 

 

◎ 注意事項 

初日は 9:00 に血液内科医局（2 号館 5 階）に集合すること 
各臨床実習グループ分け表のグループ内通し番号7～12（13）番の学生は、血

液内科の臨床実習を2週間実施した後、呼吸器内科の臨床実習を2週間行いま

す。 

（グループ内通し番号1～6番の学生は呼吸器内科の臨床実習を2週間実施した

後、血液内科の臨床実習を 2 週間行います。） 
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